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1．　 は じめ に

　京都府北部，天橋立の 北 の延長上 に位置する平野部（江尻地 区）

で 調査 ボーリン グを行 っ た．天 橋立 は特徴的な海成堆積低地の

ひ とつ で あ る砂 觜地 形 を示 し，ボーリン グ箇所で も砂嘴の連続

とみ られ る砂層が主に確認 された．

　本稿 で は，層相 の 違 い に より分類した砂層に っ い て，電気伝

導度測定，色彩値測 定を行い ，堆積環境 を検討 し，江尻地区で

の 堆積プ ロ セ ス を考察 した．その結果，当地の 地形は沿岸流 と

山地か らの 供給物の バ ラン ス に コ ン トロ
ー

ル され，内陸側か ら

海岸沿い への堆積域の 拡張によ り生 じて い るとみ られる．

2、調査地概要

　図 1 に調査地周辺の 空 中写真 を示す．調査 ル
ートは，山地を

土砂供給源 とするノ亅・型扇状地 と砂嘴の 間に広 が っ た低地で あ り，
水田 として利用 され てい る．ボーリン グは図 1 に示 す●5 箇所 に

お い て約 100m 間隔で 実施し，図の 左か ら順 に No．1，No．2…No．5

とな り，No．1か らNo．5にか けて相対的に内陸から海岸沿い に移

行する．ボーリン グ地 点の孔 口標高は，TP1．1m〜4．5m の 範囲で

ある．天橋立は宮津湾に流れ込 む北か ら南向き の沿岸流に よっ

て形成され た と考え られて い る D．こ の ため，ボーリン グ No．1

か らNo．5の堆 積環境を推定するこ とによ り，砂嘴の 形成過程 を

類推できる の で は ない か と考えた．

● ボーリング箇所 左 か ら No．1〜No5

3．　 試料観察・分析結果

　表 1 に 目視で 確認 された各層の 特徴を示す．特徴的 なの は，
As1層 とAcl 層 に伺幾物が富んで い るこ と，　As4 層に有機物 と

貝殻片，さらにアカホヤ火 山灰が確認 され る こ とで ある，ア カ

ホ ヤ 火 山灰 の存在によ り，As4 層 よ り上位 の 層 は縄文海進〔約

6300年前 以後の堆積物 とみな され る．また，有機 物，植物片の

混入 によ り，後背湿地性の 堆積物が複雑に入 り組んで 存在する

こ とがわか る．

表
・L各地層 の 特徴

区分 記号 層相

趾 B 砂質土主体の 盛土

Ac1 植物片に富み，一部 腐植 ±状 を呈す る

As1 有機物に富む砂質土

As2 海成の 砂質土．細砂 ・中砂主体

As3 海成の 砂質土

繹 As4
有機物 ， 貝殻片を含む

アカホ ヤ火 山灰確認

Ac2 均質な粘性上

As5 花崗岩起源の 褐色を呈する砂 質土．中粒〜
粗粒、

Ag30   n 程度の 礫 分に富む．

洪
積
層

Ds20m 皿 程度の 礫分に富む．　N 値50以上．

　図 2 に各ボーリン グ試料の 電気伝導度分布 を示 す．電気伝導

度に つ い て は，海成層 は硫酸イオ ン などの イオン が多量に含ま

れる ため，そ れ を反 映 して 相対的に高い 値，陸減層 で は相対的

に低い 値 を示 し，堆積環境 の 指標 となる．電気伝導度の 値 と貝

殻片の 混入に よ り，As4 層 と As5 層の 問が海成と陸成の 境界と

考え られる．

　ボ
ー

リン グ No．3 で は，他孔で は確 認され てい ない Ds 層を確

認 してお り，浜堤 の よ うな凸 型地形 の 存在が推定 され る．こ の

Ds 層 の 凸型地形を境 として ，内陸側 （Nb，1 と No．2）と海岸沿

い （No．5）にお い て As4 層 の 分布標高に違い が 認め られる．　 As4

層 はア カホ ヤ火山灰 を含む 層で あ り，As4 層の連な りは旧地形

面を反映 してい る と考え られ る．ボーリン グ No．5 では，調査深

度 の 最深部まで 海成層で，陸成層にい た っ て い ない ．

図
・1調 査地周辺の 空中写真
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海成 と陸成の 境界

図
・2．電気伝導度 の 標高分布
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図
・3海成試料の 残渣色彩値 ♂ の 標高分布

　図 3 に海成と判断 したボ
ー

リン グ試料の 色彩1直adeの 標高分布

を示す．色彩値は試料の 細粒分 を洗い 流 した残渣 を乾燥 させ て

測定 してい る．低 a 植 は緑，高 a
＊

値は 赤傾向を表す．

　調査地周 辺 の 基盤岩は，中生代の 宮津花 崗岩で あり， 図 1 に

示す写真 内の 山地 も花 崗岩か らなる．調査地の 北部は 丹
．
後半島

を形成する中新生 の 頁岩
・
砂岩が分布す る．分布の 境界は，海岸

沿い の 平野部が収束す る位置付近 である．

　at 値 の 違い は，砂 分の 岩種の 違い を反映してお り，北か らの

沿岸流が卓越すれば，堆積岩の緑色が優勢になるとみ られ，上

流の 山地か らの 供給 になると花崗岩 と頁岩・砂岩が混在 し，a 埴

が
一

定 しない もの と考えられ る．こ の変化は，図 3 におい て，

標高
一6m 付近 を境 として み られ，・6m よ り浅い 部分 では，　As2

層 As3 層が ade値 の 低い 傾向を示 し，緑傾向となる．これは，砂

分に含まれ る岩種が頁岩や泥岩な どの 堆積 岩が優勢 にな っ たた

めであ り，北か ら沿岸流が優勢な時期を示す．

標高
・6m よ り深部で は，　 As3層 とAs4 層に おい て，　 a

“

値が
一定

せ ず，堆積岩 と花崗岩が 混じ り，上流の 山地か らの 土砂の 供給

と沿岸流か らの 供給の 両者を受けて い る時期 と考えられ る．

4，堆積プ ロ セ ス

　本調査堆贓で 考え られ る堆積プ ロ セ ス として，以下に述べ る．

ボー
リン グ No．3 の Ds 層に よる 凸型 地形（浜堤の よ うなもの ）に

さえ ぎ られ，内陸 No．1 と No．2側 は，陸成で 山地か らの 洪給を

うけた．この た め，頁岩 ・砂岩系の 色 と花 崗岩系の 色 が 混在 し，

a
虎

値 は
一

定 しない ．

　縄文 の海進時，調 査地域は海域 とな り，アカホ ヤ火山灰 の 含

まれ る As4 層は当時 の 地形面 に沿っ て（No．5 で は標高の低い と

こ ろに）堆積．As4 層に続 き，　 As3 層が堆 積するが，最初は 山地

か ら の供給と沿岸流の 影響の 両者 を受 け，a 植 の
一
定 しない 堆

積物で ある．こ の 堆積物 が，標高の 低い ボーリン グNo．5で はそ

の く ぼみ を埋 め る よ うに堆積す る．これは，海底で砂嘴が 沿岸

へと生長して い る過程 とみなされ る．

　As3 層 か ら As2 層にか けて は，沿岸流か らの 供給が主とみ ら

れ，これは 山地か らの 土砂供給（浸食）の 速度よ りも沿岸流 の 影響

に よ る砂嘴の 発達速度が速 い こ とを意味す る．

　こ の 地域の 地形は，沿岸流 と山地か らの 供給物の バ ラン ス に

コ ン トロ
ール され， 内陸側か ら海岸沿い への堆 積域の拡張に よ

り生 じて い るとみ られ る．
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